
第２版でも発音記号に不慣れな学習者のために

カタカナ表記を付した。カナ表記には賛否両論あ

るが，Mikeをミケと読んだり pseudoがまった

く読めないよりも，/マイク/，/スードウ/と声に出

せるほうがよいという考えである。

しかし，カナは日本語なので英語音を表現しき

れないのも事実である。日本語にない音は近いカ

ナで代用したり，日本語で区別のない音は同じカ

ナになったりする（æ/ / /＝ア，l/r＝ラ行，s/

＝サ行など）。また，b/v，z/dz， /d ，l/rを

ブ/ヴ，ズ/ヅ，ジュ/ヂ，ル/ウルなどと書き分け

てはいるが，英語音を知らなければ効果はない。

問題は解決しないが，できる範囲の近似値で表記

した。

注意点を抜粋すると，母音では，緊張母音（i，

u， ， ）は弱音節を除いて長音表記だが（father/

f ðr/ファーザ），“o”綴りの米音//（英音/ /）

は抑止母音相当で短いア（god/ d/ガド）。また，

二重母音は/tu/，/toU/の混同を避けるためにオゥ

など下付文字は使わずにオウ（toeトウvs. toト

ゥ）など。子音では，/ /は下付のングで（kingキ

ング），音節末の/m/はムだが（comeカム），唇音

が続くとン表記（trumpetトランペット）など。強

勢に関しては，第一強勢のみ太字で（Japaneseヂ

ャパニーズ），機能語は弱形（原則は太字なし）を

先に記している（forフォ，フォー）。また，子音

から母音へのリエゾンは語中のみで，ハイフン語

や分離複合語ではしていないが，/n/を閉じない

日本語の癖を防ぐため，/n/から母音は常にリエ

ゾンさせている（run-in ウラニン）。

初版との違いでは，わたりの//のア表記をや

め（serious初版スィアリアス→第２版スィリアスな

ど），フル母音での発音防止を意図した。

また，今回増えたのは音節末子音の下付表記

で，語中にも採用した（picnicピクニク）。子音後

の母音挿入を防ぐ意図だが，リエゾン的な表記が

減る代わりに形態素境界が見える利点もある

（black-eyed初版ブラカイド→新版ブラクアイド）。母

音挿入の恐れのない/n/（penペン），重ね字の//

（dishディシュ）は下付の例外にした。さらに，

音声的に音節末でも形態素境界を優先したり

（build-erビルダでなくビルダ），また発音上の観点

から下付にしていない（Cap-ri-cornキャプリ..で

なくpを止めずに rに繫げてキャプリコーン）など。

そもそも，音節末といっても音節区分は複数あ

る上，辞書も見出し語内の母音変種による区切変

化をたいてい割愛する。つづりや形態素境界，原

語彙，音連鎖などとの関係も見ると様々なケース

があり，あちらを立てればこちらが立たずにな

る。見出し語の境界に基づき，原則に妥当な例外

を許しながら，また発音記号との整合性のため多

くの妥協をしながらの作業となった。

いずれにしてもカナでは限界がある。economy

はイカノミかエカノミかと問われても，弱音節で

はどちらでもなく中間的というのが近いし，re-

playゥリープレイのゥリーは cabキャブのキャ

より実際は短い。endedはエンデドと書きたい

が，すると kissesはキセズでないといけない（悪

くはないが）。ましてや cottonをカッンー，

McDonald’sをメッダーノーヅとハジケルわけに

もいかない。やはり，カナはだいたい，である。

少しでも補助になれば幸いに思う。

（あおやぎ まきこ・獨協大学英語学科教授)
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カナで英語音は表現できないが…。
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